
っ
た
。

中
西
氏
は「
一
身
田
寺
内

町
は
生
活
す
る
場
で
あ
っ
て

観
光
地
化
さ
れ
て
の『
見
せ

物
』
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
清

今
年
度
の
防
災
研
修
会

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
約

倍
の

中
で
煙
の
特
性
を
理
解

12

具
体
的
に
は
安
楽
庵
で
の
茶

掃
活
動
や
も
て
な
し
な
ど
の

の
目
的
地
は
名
古
屋
市
港

広
い
構
内
の
各
種
設
備
や

し
、
的
確
な
判
断
に
基
づ

会
、
ハ
ス
料
理
、
ハ
ス
の
オ
ー

メ
ン
タ
ル
面
で
の
活
動
を
通

区
港
明
１-

-

に
あ
る

施
設
の
案
内
を
受
け
、
短

く
避
難
姿
勢
や
避
難
方
法

１２

２０

ナ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
参

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

「
名
古
屋
市
港
防
災
セ
ン

時
間
で
火
力
発
電
所
の
し

を
学
ぶ
。
④
「
伊
勢
湾
台

詣
者
の
増
大
や
認
知
度
ア
ッ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

タ
ー
」
で
し
た
。

く
み
を
知
る
こ
と
が
出
来

風
を
知
る
」
コ
ー
ナ
ー
䦕
昭

プ
を
目
ざ
し
て
い
き
た
い
と

７
月
５
日(

火)

午
前
８
時

ま
し
た
。

和

年
の
伊
勢
湾
台
風
に

34

考
え
て
い
る
。

頃
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
の

次
に
訪
れ
た
「
名
古
屋

つ
い
て
、
当
時
の
ラ
ジ
オ
、

柴
田
氏
は
楠
原
地
区
の

中
、

名
の
会
員
を
乗
せ

市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
」
で

テ
レ
ビ
等
が
置
か
れ
た
部

23

現
況
と
し
て
、「
空
き
家
や

て
研
修
バ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し

は
、
①
地
震
体
験
室
䦕
過

屋
の
中
で
映
像
が
流
れ
、

耕
作
放
棄
地
に
太
陽
光
発

ま
し
た
。

去
に
実
際
に
起
こ
っ
た
震

そ
の
迫
力
に
参
加
者
全
員

電
が
置
か
れ
、
景
観
に
悪
い

最
初
に
向
か
っ
た
見
学
先

度
７
ク
ラ
ス
の
揺
れ
を
体

が
昔
の
悲
し
い
出
来
事
を

影
響
が
で
て
い
る
。
し
か
し

は「
中
部
電
力
知
多
火
力

験
す
る
。
②
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー

思
い
出
し
た
の
で
は
な
い
で

な
が
ら
、
連
子
格
子
や
切
子

発
電
所
」
で
す
。
電
力
館
の

䦕
伊
勢
湾
台
風
や
津
波
な

し
ょ
う
か
？

格
子
が
連
な
る
町
並
み
、
大

中
で
ビ
デ
オ
映
像
等
の
説

ど
の
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

今
回
の
防
災
研
修
会
へ
の

寺
内
町
整
備
推
進
委
員
会
（
委
員
長

中
西
万
喜
夫
氏
）
は
７
月

日
、
高
田
本
山
宗
務
院
大
会
議
室
で『
津
市
を

念
仏
や
と
う
か
ん
餅
な
ど

明
を
受
け
た
後
、
乗
っ
て
き

さ
を
学
ぶ
。
③
煙
避
難
体

参
加
者
は

名
と
少
な
め

１７
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彩
る
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
三
重
大
学
大
学
院
准
教
授
の
浅
野

聡
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
迎
え

文
化
や
郷
土
料
理
を
後
世

た
大
型
バ
ス
に
座
っ
た
ま
ま

験
室
䦕
火
災
発
生
状
況
の

で
し
た
が
、
各
種
体
験
コ
ー

て
開
催
し
た
。
津
市
で
は
初
め
て
の
開
催
と
あ
っ
て
町
内
外
か
ら

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
で
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語

ナ
ー
に
多
く
の
方
が
積
極

６５

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
高
田
本
山
広
報
課
の
藤
谷
知
良
氏
、
芸
濃
町
楠
原
の
楠
原
ま
ち
な
み
景
観
保
全
会
長
の
柴
田
利

的
に
参
加
す
る
な
ど
有
意

郎
氏
、
寺
内
町
整
備
推
進
委
員
会
委
員
長
の
中
西
万
喜
夫
氏
、
津
市
都
市
政
策
課
長
の
別
府

敏
氏
の
４
名
が
演
壇

義
な
研
修
会
で
あ
っ
た
と

に
立
っ
た
。

思
い
ま
す
。

津
市
は
平
成

年
７
月

的
価
値
の
あ
る
街
並
み
は
将

ブ
で
番
組
を
構
成
し
て
い
ま

持
て
る
教
材
が
た
く
さ
ん

２６

津
市
景
観
計
画
の
運
用
を

来
地
域
の
発
展
に
必
ず
役

す
。
特
に
地
図
や
資
料
を

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま

日
本
電
信
電
話
公
社
（
現

開
始
、
平
成

年
４
月
に

に
立
つ
。
ま
た
、
無
形
の
物
、
多
用
し
て
番
組
を
盛
り
立
て

ち
づ
く
り
は
身
の
丈
に
合
っ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
が
発
足
し
た
昭
和

２８

第
一
号
と
し
て
一
身
田
を

例
え
ば
、
方
言
や
郷
土
料

て
い
ま
す
。
タ
モ
リ
さ
ん
の

て
分
か
り
易
く
、
人
間
優

年
の「
三
重
県
電
話
番

２７

認
定
し
た
。
特
に
津
市
は
、
理
な
ど
も
掘
り
起
こ
し
、
地

勉
強
熱
心
、
好
奇
心
旺
盛

先
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ
き

号
簿
」
い
わ
ゆ
る
電
話
帳
を

一
身
田
、
楠
原
、
美
杉
町
の

域
色
を
出
し
て
い
こ
う
。
そ

に
は
感
心
し
ま
し
た
。
多
分

で
す
」
と
訴
え
た
。

み
る
こ
と
が
で
き
た
。

多
気
、
奥
津
、
三
多
気
地
区

の
為
に
は
景
観
や
ま
ち
づ
く

こ
れ
は
体
験
と
学
習
と
継

当
時
の
電
話
の
か
け
方

を
最
重
点
地
区
と
し
て
い

り
に
対
し
て
の
関
心
度
を
高

続
の
積
み
重
ね
で
あ
ろ
う
。

は
、
受
話
器
の
横
に
あ
る
ハ

る
。
津
市
の
今
後
の
方
針
と

め
、
学
習
す
る
こ
と
が
大

違
う
角
度
か
ら
歴
史
や
文

最
初
に
立
っ
た
藤
谷
氏

ン
ド
ル
を
回
し
て
交
換
手

し
て
、
公
共
施
設
の
整
備
推

切
」
と
訴
え
た
。

化
、
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
は
、「
本
山
の
使
命
は
親
鸞

に
繋
い
で
も
ら
っ
て
い
た
。

進
、
市
民
や
事
業
者
に
対
し

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番

消
え
た
痕
跡
を
探
そ
う
と

聖
人
の
教
え
を
伝
え
る
事

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
面

て
、
工
作
物
は
景
観
に
配
慮

組
『
ぶ
ら
タ
モ
リ
』
で
伊
勢
と

し
て
い
ま
す
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
こ

域
懇
談
会
」
に
お
い
て
も
引

倒
な
コ
ト
だ
っ
た
。
一
身
田

す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。
志
摩
の
ロ
ケ
案
内
人
と
し
て

を
交
え
て
話
さ
れ
た
。

れ
だ
け
大
き
な
物
を
維
持

き
続
き
改
善
を
要
望
し
て
い

局
の
早
い
順
に
記
載
す
る
。

（
都
市
政
策
課
別
府
氏
）

出
演
し
た
こ
と
に
触
れ
、「
タ

基
調
講
演
の
締
め
く
く

す
る
た
め
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

た
だ
き
、
市
長
よ
り
「
本
件

基
調
講
演
と
し
て
壇
に

モ
リ
さ
ん
や
近
江
ア
ナ
ウ
ン

り
と
し
て
浅
野
先
生
は「
一

ン
グ
展
開
が
必
要
で
す
」
と

が
生
活
環
境
の
問
題
に
該

こ
う
し
た
話
し
合
い
を
通
し

立
っ
た
浅
野
先
生
は「
歴
史

サ
ー
は
台
本
を
見
ず
ア
ド
リ

身
田
に
は
歴
史
的
講
座
を

述
べ
た
。

当
す
る
た
め
今
後
は
環
境

て
、
市
長
が
目
指
し
て
い
る

志
登
茂
第
２
、
第
３
、
第
４

部
が
対
応
す
る
」
と
の
回
答
「
行
政
が
積
極
的
に
地
域
に

自
治
会
の
連
名
で
津
市
へ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ

寄
り
添
う
姿
勢
」
を
肌
で
感

要
望
書
を
提
出
す
る
と
と

の
後
、
６
月
下
旬
に
市
役
所

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
に
、
昨
年

月
に
開
催

地
域
連
携
課
を
訪
問
し
、
第
２
、
第
３
自
治
会
の
皆

１１

さ
れ
た
市
長
と
の「
第
１
回

進
捗
状
況
を
確
認
し
た
と

様
、
一
身
田
地
区
自
治
会

近
鉄
高
田
本
山
駅
の
東
南

大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い

ラ
ー
発
電
所
の
建
設
に
伴
い

一
身
田
地
区
地
域
懇
談

こ
ろ
、「
現
在
、
環
境
部
へ
の

連
合
会
の
皆
様

の
ご
助
力

に
位
置
す
る
志
登
茂
団
地

ま
す
。

埋
め
立
て
ら
れ
、
行
き
場
を

会
」
に
お
い
て
、
自
治
会
連

引
継
ぎ
の
最
中
で
あ
る
こ

や
ご
尽
力
を
本
当
に
心
強

の
南
側
に
は
、
カ
ワ
ウ
や
サ

「
な
ぜ
鳥
害
被
害
が
起
こ

な
く
し
た
水
鳥
が
そ
の
雑
木

合
会
か
ら
早
急
に
改
善
が

と
、
当
課
と
し
て
も
引
き
続

く
感
じ
ま
す
。

ギ
な
ど
大
型
の
水
鳥
が
生

っ
て
き
た
の
か
」

林
に
集
ま
り
、
様
々
な
被
害

必
要
な
「
一
身
田
地
区
の

き
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い

本
件
の
全
面
解
決
ま
で

息
す
る
雑
木
林
が
あ
り
、
鳴

当
団
地
の
南
側
水
路
土
手

を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
ま
し

課
題
」
と
し
て
要
望
し
て
い

く
」
と
の
説
明
を
い
た
だ
き

あ
と
一
歩
と
な
り
、
関
係
す

き
声
な
ど
の
騒
音
や
羽
毛
の

の
樹
木
等
が
永
年
放
置
さ

た
。

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

ま
し
た
。

る
皆
さ
ま
の
後
押
し
を
い
た

飛
散
、
多
量
の
糞
に
よ
る
異

れ
て
い
る
こ
と
や
隣
接
す
る
「
私
た
ち
の
取
り
組
み
」

年
５
月
に
開
催
さ
れ
た

「
鳥
害
問
題
の
解
決
に
向
け

だ
い
て
更
に
歩
を
進
め
る
所

臭
が
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

養
鰻
池
が
昨
年
、
メ
ガ
ソ
ー

志
登
茂
団
地
を
構
成
す
る
「
第
２
回
一
身
田
地
区
地

て
」

存
で
す
。

名
古
屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
体
験

一 身 田 の 新 聞 平成２８年９月号



り
ま
す
。

ら
れ
た
土
地
が
一
身
田
に

こ
の
地
に
開
山
し
た
理
由

寺
院
に
な
り
ま
し
た
。

身
田
、
四
番
が
四
日
市
と

史
に
対
す
る
多
面
的
な
見

「
一
身
田
の
名
の
由
来
と

あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

と
し
て
は
、
高
田
派
の
本

「
庶
民
の
暮
ら
し

橋
向

書
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

方
が
必
要
と
云
え
ま
す
。

発
展
」

「
一
身
田
」
と
い
う
名
前
が

寺
が
関
東
に
あ
り
京
都
に

茶
屋
」

「
一
身
田
至
極
繁
栄
な
る

「
明
治
時
代
の
一
身
田
」

一
身
田
小
学
校
の
南
西
に

付
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

は
遠
か
っ
た
こ
と
や
室
町

百
五
銀
行
一
身
田
支
店

地
、
芝
居
あ
り
・
・
・
・
片
岡

明
治
時
代
に
入
る
と
、

「
一
の
宮
神
社
」
が
あ
り
、
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
代
の
歴
代
将
軍
が
京
都

を
南
に
行
く
と
「
常
磐
橋
」
仁
佐
衛
門
く
だ
り
て
・
・
・
」
「
一
身
田
博
覧
会
」
が
明
治

一
身
田
し
あ
わ
せ

「
御
拝
前
」
（
本
山
山
門
の
南

ま
た
、
一
御
田
神
社
で
発

か
ら
伊
勢
路
に

数
回
も

と
い
う
小
さ
な
橋
が
あ
り
、
と
記
す
な
ど
、
当
時
の
一
身

６
年
に
開
催
さ
れ
た
り
、
同

和
婚
も
開
催
さ
れ

３０

側
）
か
ら
遺
跡
が
発
掘
さ

見
さ
れ
た
棟
札
か
ら
、
室
町

巡
行
し
て
い
た
こ
と
、
地
元

こ
の
橋
の
所
に
門
（
通
称

田
が
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

年
に
は
津
で
初
め
て
の
鉄

ま
す
。
高
田
会
館
ホ

２４

一
身
田
は
全
国
に
誇
れ
る

れ
、
２
０
０
０
年
前
の
弥
生

時
代
（
１
４
４
３
年
）
ご
ろ
の

農
民
の
下
津
氏
や
平
野
氏

黒
門
）
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
か
り
ま
す
。

道
が
開
通
し
た
り
す
る
な
ど

ー
ル
に
て
仏
式
結
婚

寺
内
町
で
す
。
寺
内
町
と

時
代
か
ら
こ
の
一
身
田
に
人

一
身
田
は
、

数
軒
の
小
さ

が
進
ん
で
土
地
を
寄
進
し

こ
の
門
の
南
側
一
帯
が
橋
向

し
か
し
、
一
方
で
、
生
活
の

当
時
の
河
芸
郡
の
中
心
と

式
を
挙
げ
た
後
、
高

３０

は
、
寺
院
を
中
心
に
堀
を
巡

が
住
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か

な
村
落
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

地
区
で
、
伊
勢
別
街
道
一
の

貧
し
さ
の
た
め
に
奉
公
と
い

な
っ
て
栄
え
ま
し
た
。
ま
た
、

田
本
山
境
内
に
て

ら
し
、
計
画
的
に
作
ら
れ
た

り
ま
す
。

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

茶
屋
街
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

う
名
の
も
と
安
い
お
金
で
身

歴
史
遺
産
の
多
い
一
身
田
の

十
二
単
姿
の
お
披

宗
教
の
町
で
す
。
一
方
、
門

一
身
田
の
名
前
の
由
来
は

と
こ
ろ
が
、
１
４
６
０
年
ご

に
、
１
５
１
０
年
に
常
磐
井

た
。
こ
の
茶
屋
街
に
は
江
戸

売
り
さ
れ
遊
女
と
な
っ
て
い

町
並
み
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
銀

露
目
。
午
後
に
は
人

く
幼
い
少
女
た
ち
が
い
ま
し

座
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の

力
車
に
よ
る
結
婚
パ

た
。
こ
う
し
た
遊
女
は
高
田

映
画
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
一

レ
ー
ド
を
行
い
ま

本
山
に
お
参
り
す
る
こ
と
も

身
田
の
人
々
も
エ
キ
ス
ト
ラ

す
。
パ
レ
ー
ド
途
中

許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
し
て
出
演
し
て
い
ま
し

で
は
着
物
の
シ
ョ
ー

ま
た
、『
茶
屋
由
来
記
』
に
は

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
一
身

や
子
供
た
ち
へ
の
お

遊
女
た
ち
の
相
対
死
（
心

田
に
は
国
宝
を
始
め
重
要

菓
子
の
振
る
舞
い
、

中
）
の
記
録
が
記
さ
れ
て
お

文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま

月

日(

日)

一
身
田

パ
レ
ー
ド
ゴ
ー
ル
で
は
お
祝

１１

１３

前
町
は
、
伊
勢
神
宮
や
善

鎌
倉
時
代
の『
神
鳳
抄
』
に

ろ
真
慧
聖
人
が
「
無
量
寿

氏
が
入
寺
し
、
織
田
信
長

幕
府
公
認
の
遊
郭
が
あ
り
、
り
、
遊
女
た
ち
の
悲
劇
を
知

す
。
こ
の
一
身
田
の
価
値
あ

寺
内
町
ま
つ
り
が
開
催
さ

い
餅
の
振
る
舞
い
も
あ
り

光
寺
、
琴
平
の
よ
う
に
周
り
「
□
王
殿
一
身
田
」
と
記
さ

寺
」
を
一
身
田
に
開
き
ま

と
も
良
好
な
関
係
を
結
ん

滝
沢
馬
琴
が
記
し
た「
覉
旅

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
誇
り
う
る
宝
で
あ
る
歴

れ
ま
す
。
本
年
で

回
目

ま
す
。
商
店
街
で
は
二
人

２０

に
人
が
住
み
つ
い
て
自
然
と

れ
て
お
り
、
文
字
が
判
明
し

す
。
こ
の
高
田
本
山
の
開
山

だ
こ
と
や
江
戸
時
代
に
藤

漫
録
」
に
よ
る
と
、
伊
勢
路

こ
の
よ
う
に
繁
栄
の
歴
史

史
と
魅
力
を
地
域
の
皆
さ

と
な
り
ま
す
。
本
年
も
一

を
祝
う
「
大
正
ロ
マ
ン
商
店

町
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

な
い
と
こ
ろ
は「
斎
」
で
あ
る

に
よ
り
、
一
身
田
は
大
き
く

堂
藩
の
強
い
援
助
が
あ
っ

で
は
一
番
が
伊
勢
の
古
市
、
だ
け
で
な
く
様
々
な
悲
劇
の

ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今

中
カ
ン
パ
ニ
ー
や
よ
さ
こ

街
大
売
出
し
」
を
開
催
。

り
、
町
の
形
成
過
程
が
異
な

と
推
測
さ
れ
、
斎
王
に
与
え

様
変
わ
り
し
て
い
き
ま
す
。

た
こ
と
な
ど
か
ら
巨
大
な

二
番
が
松
阪
、
三
番
が
一

歴
史
も
あ
り
、
私
た
ち
の
歴

後
の
一
身
田
の
町
づ
く
り
に

い
、
寺
内
町
総
踊
り
な
ど
「
寿
」「
和
」「
大
正
ロ
マ
ン
に

活
か
し
て
い
っ
て
い
た
だ
く
こ

様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ

ち
な
ん
だ
限
定
商
品
も
販

君
が
東
海
大
会
で
１
位
と
な

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
合
わ
せ
て
第
４
回

売
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
商
品

り
、
全
国
大
会
へ
出
場
。

が
当
た
る
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選

全
国
大
会
で
も
自
己
記
録

会
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
仲

を
大
幅
に
更
新
し
見
事
優

之
町
通
り
で
は「
ま
ち
か
ど

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

博
物
館
」
や
「
マ
ル
シ
ェ
」
の

夏
休
み
に
行
わ
れ
た
中
学

陸
上
競
技
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

詳
し
い
試
合
結
果
は
、
一

出
店
も
あ
り
ま
す
。

校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
水
泳
競
技
は
三
重
県
大
会

身
田
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

て
、
一
身
田
中
学
校
は
各
競

に
お
い
て
上
位
に
入
賞
し
、
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月

、

日
に
紀
北
町

一
回
戦
は
明
星
す
ぽ
ー
つ

8

20

21

技
で
今
ま
で
の
練
習
の
成
果

東
海
大
会
に
出
場
し
ま
し

☆
と

き
：

月

日
（
土
）

ま
た
、
高
田
保
育
園
児
に

で
三
重
県
内

チ
ー
ム
参

少
年
団
に

䦌

、
二
回

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

䦌

１０

２２

24

2

0

3

2

を
存
分
に
発
揮
し
、
優
秀
な

た
。
特
に
、
陸
上
競
技
の
男

日
（
日
）

日
（
土
）

よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
日

加
で
開
催
さ
れ
た「
海
山
カ

戦
は
佐
奈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

で
勝
利
し
、
優
勝
し
ま
し

２３

２９

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

子
走
り
幅
跳
び
で
は
、
藤
本

☆
ば
し
ょ
：
公
民
館
、
寺
内

用
品
バ
ザ
ー
、
健
康
相
談
、

ッ
プ
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ブ
に

䦌

、
準
々
決
勝
は

た
。

17

4

町
の
館
、
高
田
会
館

喫
茶
・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

大
会
」
で
一
身
田
ス
ポ
ー
ツ

海
山
ク
ラ
ブ

に

䦌

、
準

賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
盾
・
メ

16

5

に
中
高
一
貫
教
育
を
実
施

☆
じ
か
ん
：
午
前
９
時
～

も
文
化
祭
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

決
勝
は
度
会
イ
ー
グ
ル
ス
ダ
ル
を
い
た
だ
き
、
団
員
た

し
て
い
ま
す
。

行
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

に

䦌

、
決
勝
戦
は
中
原

ち
は
夏
休
み
の
い
い
思
い
出

1

0

ま
た
、
昭
和

年
（
１
９
６

本
年
度
も
右
記
の
日
程
で

様
も
ぜ
ひ
公
民
館
へ
お
立
ち

と
し
て
、

月

日
（
日
）
午

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

４１

１０

３０

６
年
）
短
期
大
学
を
設
立

こ
ど
も
の
杜
ゆ
た
か
園

河
芸
町
の
ひ
と
つ
の
託
児

公
民
館
文
化
祭
を
開
催
し

寄
り
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お

前

時
か
ら
「
町
民
囲
碁
ま

た
。

１０

し
、
保
育
科
（
現
子
ど
も
学

は
、
平
成

年
６
月
に
一
身

所
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
す
。

日
・

日
は
作
品

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
棋

※

８
月

日
本
山
境
内
で「
一

２４

２２

２３

１３

科
）
を
開
学
、
昭
和

年
（
１

田
地
区
の
池
や
森
な
ど
の

（
現
在
７
つ
の
園
を
運
営
）

展
示
、

日
は
発
表
会
を

す
。
な
お
、
詳
し
く
は
チ
ラ

力
別
の
紅
白
戦
、
ペ
ア
碁
を

身
田
大
盆
踊
り
大
会
」
開
催
。
行

５９

２９

９
８
４
年
）
教
養
科
（
現
キ

自
然
豊
か
な
場
所
に
認
可

ま
た
、
こ
ど
も
の
杜
ゆ
た

予
定
し
て
い
ま
す
。
公
民
館

シ
な
ど
で
ご
確
認
い
た
だ
く

行
い
ま
す
。

燈
・
折
り
鶴
コ
ン
ク
ー
ル
も
実
施

ャ
リ
ア
育
成
学
科
オ
フ
ィ
ス
保
育
所
と
し
て
開
園
致
し
ま

か
園
は
、
今
年
の
４
月
か
ら

で
学
ぶ
講
座
生
の
力
作
を
ぜ

か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

現
在
、
参
加
者
を
先
着

※
８
月

日
高
田
学
苑
グ
ラ
ン

２４

３１

当
学
苑
は
寛
保
元
年
（
１

ワ
ー
ク
コ
ー
ス
）
を
開
設
、
平

し
た
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

名
様
ま
で
募
集
し
て
い
ま

ド
で
同
学
苑
・
北
区
・
桜
町
・
中

７
４
１
年
）
、
真
宗
高
田
本

成

年
（
２
０
０
６
年
）
人
間

比
較
的
新
し
い
園
で
す
が
、
園
へ
移
行
し
、
一
号
認
定

す
。
囲
碁
愛
好
者
な
ら
ど
な

区
・
東
町
自
治
会
共
催
の
防
災

１８

山
専
修
寺
の
末
寺
僧
侶
の

介
護
福
祉
学
科
（
現
キ
ャ
リ

法
人
（
社
会
福
祉
法
人
豊

を
含
め
た
定
員
１
２
９
名
の

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申

訓
練
を
行
う
。

研
修
道
場
と
し
て
開
学
し

ア
育
成
学
科
介
護
福
祉
コ
ー

津
児
童
福
祉
会
）
と
し
て
の

施
設
で
す
。

ろ
い
ろ
な
遊
び
体
験
を
通
し

込
期
限
は

月

日
（
金
）
※
９
月

日
人
権
セ
ン
タ
ー
で

１０

２１

１１

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

ス
）
を
開
設
、
現
在
２
学
科
２

歴
史
は
古
く
、
昭
和

年
、

や
わ
ら
か
な
陽
ざ
し
と

て
何
か
を
感
じ
、
人
と
し
て

ま
で
、
参
加
費
は
昼
食
代
、
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
開
催
。

才
以

２６

７０

そ
の
後
、
旧
制
中
学
、
専

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
䦐

必
要
な
豊
か
な
感
性
と
優

賞
品
等
を
含
み
１
，
５
０
０
上
約
２
，
６
０
０
人
が
対
象
。
１
０

門
学
校
を
設
置
、
新
学
制

本
学
苑
は
仏
教
教
育
に

い
視
野
か
ら
社
会
に
貢
献
で

み
ん
な
の
お
お
き
な
お
う

し
い
心
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

一
身
田
公
民
館
囲
碁
サ
ー

円
で
す
。
申
込
は
若
林
泰
弘

０
才
以
上
の
方
４
人
、

～

才

９０

９９

に
伴
い
高
田
中
学
校
、
高
田

よ
る
人
間
味
の
豊
か
さ
を
深

き
る
人
材
の
養
成
を
め
ざ
し

ち
䦑
。

居
心
地
の
よ
い
家

よ
う
、
日
々
の
教
育
、
保
育

ク
ル「
木
曜
会
」
は
、「
一
身

（
☎
２
３
２
ー
２
３
７
２
）
ま
で

の
方
１
５
３
人
（
７
月
１
日
現
在
）

高
等
学
校
の
認
可
を
得
、
後

め
、「
や
わ
ら
か
な
心
」
で
広

た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、
い

に
努
め
て
い
ま
す
。

田
公
民
館
文
化
祭
」
の
一
環

こ
の
項
８
月

日
現
在

３０

～
楽
し
い
秋
の
一
日
を
～

高
田
中
学
校

高
田
高
等
学
校

高
田
短
期
大
学

一 身 田 の 新 聞 平成２８年９月号


